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新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)の拡大につながる三密環境が伴いやすい宗教的活動では，適

切な感染防止対策が求められる．一方で，過去の自然災害発生時には宗教コミュニティが被災者へ様々な

支援を提供しており，非常時の当該ステークホルダーの役割は注目されつつある．本研究は，厳しい行動

制限が課されていない H本において，国内陽性者が初確認された2020年1月からの約1年間に，主として在

日外国人によって管理・運営されるイスラーム教の礼拝所「モスク」が実施した感染防止対策と支援内容

を明らかにする．対象期間の新聞記事 (19モスクについての18記事）と3つのモスク代表者へのインタビ

ューから定性的情報を収集した結果として，早い段階 (2020年2月頃）からの集団礼拝の自粛や建物閉

鎖，ラマダーン月の大規模イベントの中止，一部活動のオンラインヘの移行の他，対面での礼拝活動を続

ける場合も室内換気や他者との距離の確保など，様々な感染対策が実施されていたことが分かった．さら

に， 自治体へのマスクの寄付，国籍に関わらずCOVID-19の影響を受けた人たちに対する困り事相談や金

銭的支援に加え，マイノリティである在日ムスリムヘの情報の翻訳・伝達や食事提供などの様々な支援も

実施されていた．本研究は，ムスリムがマイノリティである社会でのモスクの感染対策実例を示すと共に，

COVID-19を含む災害時にモスクが宗教的マイノリティに適切にアプローチできる可能性を示唆する．
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1. はじめに

Biological disaster (Fakhruddin et al., 2020) ないしslow-onset

disaster (Uni因 Nations,2015) としての新型コロナウイル

ス感染症 (Coronavirusdisease2019:CDVID-19)は宗教団体

に甚大な影響をもたらした. COVID-19は飛沫を通じて

(World Health Organization, 2020a) , 密閉，密集，密接が

整う環境で拡大しやすいが (WorldHeal1h Organization, 

2020b) , 宗教的活動は主に宗教施設に大人数が集まっ

て礼拝や説教が実施されるためである．実際宗教的活

動が感染源となった事例が世界的に多数報告されている．

マレーシア，パキスタン，インドでのイスラーム教

(Tablighi Jamaat) , 韓国やオランダでのキリスト教イ

スラエルでのユダヤ教インドでのシーク教に関連した

集会や活動が，当該国内や近隣諸国での感染拡大に寄与

した (M滋etal, 2020; Quadri, 2020; V enneer and Kregting, 2020; 

Yezli and Khan, 2020a) . 感染拡大防止のため，宗教団体

はイベントを中止したり，礼拝をオンラインに代替した

りし，活動の見直しを迫られた (Oxhohnetal.,2020). 

その一方で，自然災害発生時には，宗教団体が被災者

に支援の手を差し伸べる実例が国際的に多数報告されて

おり (e.g.,Gaillard and Texier, 2000; Cheema et al, 2014; Joakim 

andW坤e,2015; Bush et al., 2015; Mughal, 2015; Inaba, 2016; Uta— 

bera and碑 2017;Sheikhi et al., 2020) , 災害リスク軽減に

おける当該団体の役割が期待されている．自然災害同様，

COVID-19拡大においても，宗教団体は，当該コミュニ

ティのメンバーや，より広いコミュニティを守ることが

期待されている (WorldHealth Organization, 2020a) . 宗教

団体がCOVID-19の影馨を受ける人々へどのような支援

を行ったかを把握することは，災害時の宗教団体の役割

についての知見の蓄積につながるとともに，今後，行政

や他団体が当該団体と協カ・連携していくための有用な

情報となりうる．

H本においても宗教団体はCOVID-19の影響を受けた．
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ただ，活動の制限や中止については他国と比べてより自

主的な対応が求められたといえる.2020年1月に国内で

初の陽性者が確認された後， 202炉p.2, 3月にかけて陽性

者数が増加した政府は2020年4月に緊急事態宣言を発

出したが，その内容は，行動制約の厳しいロックダウン

ではなく，外出自粛や大規模イベントの中止・延期，休

業の「要請」にとどまった. 202~5月末の宣言解除後

も，政府はイベントの人数制限等を強制的に実施してい

ない．このように自主的対応が迫られた状況下で，宗教

団体が実施した感染症対策に関して， 日本におけるマジ

ョリティの宗教である仏教や神道，新宗教の団体ついて

の報告はいくつかなされている (Mdm1e;hlin, 2020; Cava-

liere, 2020) . その一方，マイノリティの宗教特に，在

H外国人が主体となる組織についての報告は皆無に等し

い． 日本各地にイスラーム教の礼拝所「モスク」 （「マ

スジド masjid」とも呼ばれる）が次々に設立されており，

そこにイスラーム教徒（以下， 「ムスリム」）が集まり，

宗教儀礼やクルアーン学習活動などを展開している．そ

れらモスクは主に在日ムスリムによって管理・運営され

ているが，モスクがどのような感染症対策を実施してき

たかは明らかでない．

一方，災害時に外国人は宗教や文化，言語の違いから

災害弱者になりやすいが (Gaillard,2012; Bolin and Ku11z., 

2018) , 国内のモスクは，過去の自然災害発生時に， 日

本人のみならず，マイノリティである外国人へも支援を

提供してきた (Utaka,2016; Yang, 2017; 宇高，2018). しか

し， COVID-19という災害時に，モスクが日本人や在日

外国人へ行った支援内容は明らかでない．

よって，本研究は，国内のモスクを対象に， (1) 当

該団体がどのような感染症対策を実施してコロナ禍に対

応してきたか， (2) コロナ禍の影轡を受けた日本人や

在日外国人へどのような支援を提供したかを明らかにす

ることを目的とする.202的三12月末までの国内の主要新

聞紙の閃連記事と， 3つのモスクの管理者へのインタビ

ュー調杏を実施し，定性的な情報を収集し，上記の間い

に答える．

以下， 2章では日本のモスクについて概説し，過去の

災害時のモスクによる支援内容を紹介する．また， 日本

のCOVID-19の拡大状況や政府の対応を整理する.3章で

は新聞記事収集とインタビュー調査の具体的内容を示す．

4章では新聞記事とインタビュー調杏から得られた各結

果を示す.5章では結果を考察し， 6章では本研究の結論

と今後の課題を述べる．

2 北早． 自界

(1) 国内のモスク

国内のムスリムは，年々増加傾向にあるが，外国人

を含む国内総人口においては圧倒的に少数である (Penn,

2006; Nakhleh et al., 2008) . 国内のムスリムの中で外国人

が占める割合は大きいと考えられており，過去の研究で

は，滞日ムスリム人口は2004年では約5万9千人 (Kojima,

2006) , 201岬では約10万人（店田， 2015) と推計されて

いる．出身国としてはインドネシア，パキスタン，バン

グラデシュ，マレーシア，イラン， トルコなどが上位を

占め，東南アジアや南アジア出身者の存在感が大きい

（店田，2015). 

日本でのモスク建設の歴史は， 1935年の神戸モスクか

ら始まる（店田， 2015). 1980年代以降のバブル経済の

好景気に伴い外国人労働者としての外国人ムスリムが大

量に流入した．それによって， 199(肖叶氾以降にモスクが

次々と建設されている.2014年時点で80のモスク（店田，

2015) , 2017年時点で96のモスクが存在し，建設計画中

のものを含むと100にのぼり（岡井， 2018), その数は増

え続けている．モスクには，施設運営長（「アミール

amir」)や礼拝を先導する導師（「イマーム imam」)

が所属し，彼らがモスクの運営・管理を担うところがあ

る．法人制度を利用 (ie.,宗教法人化や一般社団法人

化）し，その責任役員がモスク運営の中心的役割を果た

すモスクもある．そして，運営・管理者の多くが外国人

である．

1日5回の礼拝は自宅や職場などで行っても構わないが，

金曜日の集団礼拝はモスクで行うことが推奨されている．

日本社会の実情にあわせて土曜日に集団礼拝を実施する

モスクも多く （店田， 2015), 金曜と士曜は多くのムス

リムが集まる場となっている．主に金曜，土曜の礼拝後

にクルアーン朗誦とその解釈を中心とする勉強会が開か

れる．女性や子ども向けの教育の有無はモスクにより異

なるが，成人男性向けの勉強会はほとんどのモスクで実

施されている（店田，2015). 

上記の通常の活動に加えて，ラマダーンの期間中は多

くの特別な宗教的活動がある．まず，ムスリムはイスラ

ーム教の五行の一つとして，夜明けから日没まで断食を

行う．多くのムスリムは夕方にモスクに集まり，デーツ

などの軽食をとり断食を解き，夕方の礼拝後，モスクで

主たる食事をとる．これをイフタール (ifiar) ・パーテ

ィーと呼ぶモスクに残ってクルアーンを朗誦したり，

礼拝を続けたりする者もいる．イフタールの食事は毎晩

無料で提供される．裕福なムスリムが費用を負担するた

めである．実際，ラマダーンは慈善の月として知られて

おり，多くのムスリムがザカート (zakat) (五行の一つ，

喜捨 almsgiving)やザカート・アル＝フィトル (zakatal— 

:fi tr) (断食明けの喜捨）を行っている．ザカート・ア

ル＝フィトルは，貧しい人々が断食明けの祭りであるイ

ード・アル＝フィトル (Eidal-Fitr) の準備に苦労しない
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ように使われる．イード・アル＝フィトルには普段はモ

スクに足を運ばない人たちも礼拝に現れる（桜井， 2003;

店田，2015). なお， 202偲三のラマダーンは4月24日から5

月23日まであり，イード・アル＝フィトルは， 5月24日で

あった．

イスラーム社会においてモスクは第一義的には礼拝の

ための施設であるが，ムスリムの生活全般にとって重要

かつ多様な機能をもち，それは日本においても同様であ

る（店田，2015). 

(2) 過去の災害における国内のモスクの支援活動

国内の過去の災害で，モスクが在日ムスリムや非ムス

リムの被災者へ物資や支援を供給する役割を担ったこと

が報告されている．例えば， 1995年の阪神・淡路大震災

では，神戸モスクは，数力月程度，被災ムスリムの避難

所として利用された (Utaka,2016; 宇扁， 2018). 地震発

生からほどなく各大使館や全国の信徒団体，個人から送

られたハラール食がモスクに次々に到着し，モスクでの

避難生活では食料が尽きる不安はなかった（宇裔，

2018) . 2011年東日本大震災では，被災地の仙台モスク

（仙台イスラム文化センター）に，全国のムスリムから

救援物資が大量に届けられた．仙台モスクは遠方のモス

クのボランティアの受け入れ先ともなり，彼らを引き連

れて沿岸部の避難所を訪れ，非ムスリムを含めた被災者

に救援物資を提供した (Asai,2018) . 東北地方から離れ

た東京都に立地する大塚モスクは，発災直後から食料や

救援物資を東北の被災地に届ける他，被災地の避難所で

炊出しの活動も行った．避難所での活動回数は半年で80

回以上にも及んだ (Nejimaand Danis四 z,2015) . 2016年

熊本地震では被災地の熊本モスク（熊本イスラミックセ

ンター）が被災外国人に物資食料，および外国語での

情報を提供した (Yangetal.,2017). 

(3) 2020年の日本におけるCXlVID-19の拡大状況と政府の

対応

2020年6月中旬までの国内の陽性者数とCOVID-19に関

連する政府の対応をまとめたものが図ー1上部である．

2020年1月16日，中国・武漢に旅行歴のある陽性者が初

めて日本で報告され（厚生労働省， 2020a), その後，武

漢への14日以内の渡航歴のない他の陽性者が1月28日に

報告された. 1月28日，首相はCOVID-19を指定感染症と

して定めた（厚生労働省， 2020b) . 1月30日，政府は

COVID-19対策本部を設置した．また， 2月3日には豪華

客船「ダイヤモンド・プリンセス」が横浜港に寄港した

(National Institute of Infectious Diseases, 2020; Nishiura, 

2020) . 乗客に多数の陽性者が出たため，国内外の注目

を集める事態となった.2月25日，政府より基本行動計

画（新型コロナウイルス感染症対策の基本方針）が示さ

れた（厚生労働省，2020c). 2月27日，首相は， 3月2日か

ら春休みまでの全校休校を要請した（文部科学省，2020).

ただし，実際に休校するかは各学校や自治体に任された．

3月11日，世界保健機関 (WHO)は世界的なパンデミッ

クを発表した (WorldHeal1h Organization, 2020c) . 3月24日，

東京2020オリンピック・パラリンピックの延期が発表さ

れた (PrimeMini血rof Japan and His Cabinet, 2020a) . 3月末

から陽性者数が急増し， 4月7日に首相が東京含む7都府

県に緊急事態宣言を発出し， 4月16日には全国（他の40

同府県）に拡大された (PrimeMinister of Japan and His Cabi-

net, 2020b; Loo~2020a, b; NHK. 2020a) . 対象地域の都道府県

知事は，住民に対して，生活や健康の維持のために必要

なもの以外の外出自粛や，百貨店や映画館など多くの人

が集まる施設の使用制限の要請を行えたただし，あく

まで「要請」であり強制力は伴わないものであった.4 

月中旬以降は陽性者数が減少する傾向にあり， 5月14日

に39県で緊急事態宣言が解除され， 5月25日には全都道

府県で宣言が解除された. 4月後半時点では，全国の公

立学校（幼，小，中，高）のうち約9()0/4が休校措置をと

っていたが (NHK,2020b) , 宣言解除後は休校も段階的

に解かれ， 6月に入ってからは概ね正常化した．この第

ー波の感染状況と政府の対応の詳細についてはTashiro

and Shaw (2020)とShimizuand Negita (2020)を参照されたい．

7月下旬から政府は，低迷する観光業の活性化を目的

に，国内観光キャンペーン (GoToトラベルキャンペー

ン）を実施した (TheJapan Tnnes, 2020) . 同時期の7月後

半から8月前半にかけては第二波（最大陽性者数約1500

人／日）に見舞われたが，政府は緊急事態宣言を発出す

ることはなく， 9月以降陽性者数は低い水準 (500人前後

1日）を保った．ただ， 11月以降から執筆時点 (2021年l

月）にかけ再び陽性者が増加している（第三波と考えら

れている）．それに伴い， 11月後半からいくつかの自治

体で~ToTravelキャンペーンは停止され， 12月28日から

全国一律で停止されている (NikkeiAsia, 2020) . 
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症対策の基本方針

• 土曜礼拝中止 2月～＠伊勢崎モスク

• 金曜礼拝中止 2月下旬＠名古屋モスク

・入場制限 2月下旬～＠京都マスジド

• 金曜礼拝中止 3月～＠日本ムスリム協会

・集団礼拝やコーラン学習講座中止 3月～
＠東京ジャ ーミィ

・集団礼拝中止 3月下旬～＠津島モスク

• 金曜礼拝中止 4月中旬~5月中旬
＠岐阜モスク

. 1日1人1回の利用

制限 (5/22記車掲

載時点）＠マスジド ・
サラマー ト

• 3月～ （終了時期不明）

モ
ス
ク
閉
鎖

＠福岡モスク

• 3月,-_,5月@AI-Faruqモスク

・ （開始時期不明） ~s/14
＠モハンマディモスク浜松

• 3月末,,....,5/18

＠鹿児島イス ラム文化センタ ー

・約2カ月 ,.__,5/25@静岡モスク

. 417~5月 末＠マ ス ジド大塚

図—1 国内の感染状況と各モスクの集団礼拝中止や閉鎖の時期
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3. 調査手法

本研究では，国内で陽性者が初めて確認された202炉F

1月から約1年間 (202的三12月末まで）の期間を対象とす

る．広く情報を集めることと詳細な情報を集めることを

目指し，モスクに関する新聞記事収集とモスク代表者へ

のインタビュー調査を実施した．

(1) 新聞記事収集

国内の四大新聞（朝日新聞，毎日新聞，読売新聞， 日

本経済新聞）の新聞社オンラインデータベースから，

2020年12月末までの期間を対象に， 「モスク」ないし

「イスラ（一）ム」ないし「ムスリム」のいずれかと

「コロナ」を検索キーワードとして記事を集めたその

内，コロナ禍でのモスク内の感染症対策やモスクが行っ

た支援に関するものを選定した．結果として， 18記事

（朝日新聞9記事，毎日新聞5記事，読売新聞4記事， H 

本経済新聞0記事）が選ばれ， 19モスクに関する情報が

集まった（朝日新聞2020a-i;毎日新聞2020a-e;読売新聞，

2020a-d) . 掲載時期に応じた記事数は4月に2記事， 5月

に11記事， 6月に2記事， 7月に1記事， 11月に1記事， 12

月に2記事であり， 6月末 (ie.,緊急事態直言明けl力月

後）までの情報が過半数を占める．

(2) インタビュー調査

インタビュー調査で対象とするモスクは， COVID-19

拡大が顕著にみられる地域その周辺地域，遠方地域か

ら，それぞれ一つ選定した．すわなち，東京都豊島区の

大塚モスク，群馬県伊勢崎市の境町モスク，窟山県富山

市のAl-Faruqモスクである（図-2;図-3) . 大塚モスクは

宗教法人「日本イスラーム文化センター (JapanIslamic 

Trust)」，境町モスクは宗教法人「ダールウッサラーム

(Th皿濶細）」,Al-Faruqモスクは一般社団法人「富山

ムスリムセンター (ToyamaMuslim Center)」によって運

営されている． 各モスクの調査を， 202佃三11月から2021

年1月の間に，モスクの代表者ー名に対してオンライン

または対面のいずれかの形式で日本語を用いて実施した

（表—1) . COVID-19流行以降の礼拝活動やイベントの

実施状況，モスク内で実施してきた感染症対策，オンラ

インの活用状況実施した支援があればその内容などに

ついて質問した．

AI-Faruqモスク
（富山県）

境町モスク

（群馬県）

大塚モスク

（東京都）
、~ol

図—2 インタビュー対象モスクの立地

表—1 各インタビューの詳細

モスク名 実施日 対象者 形式

（管理団体名） （国籍）

大塚モスク 2021年1月6日 事務局長 オンライン

（日本イスラーム文化センター） （パキスタン）

境町モスク 202昨 11月24日 イマーム 対面・現地観察

（ダールウッサラーム） （バングラデシュ）

Al-Faruqモスク 202昨 12月16日 代表理事 オンライン

（富山ムスリムセンター） （二重国籍：シリアとロシア）
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(a) (b) 

(c) 

図-3 (a)大塚モスク;(b)境町モスク； (c) Al-faruqモスク (AI-Faruqモスクの写真はインタビュー対象者提供）

4. 調査結果

(1) 新聞記事

新聞記事を基に，各モスクが感染対策として礼拝活動

やモスク利用にいつどのような制限を加えたかを図—1下

部にまとめた．感染拡大初期の202的三2,3月には，多く

の人が集まる金曜土曜礼拝やクルアーン学習講座など

の活動が中止されたり，モスクヘの入場制限が設けられ

たりした (e.g.,伊勢崎モスク，名古屋モスク，原都マス

ジド） • 2020年3月から完全に建物を閉鎖するモスクも

出始めた (e.g.,福岡モスク,Al-Faruqモスク）．多くのモ

スクは，緊急事態宣言が解除される5月末頃まで閉鎖し

た．開設以来初めて閉鎖したモスクもあった備砂尼島モ

スク（朝日新聞 (2020e)), Al-Faruqモスク （朝日新聞

(2020a)) , 名古屋モスク（朝日新聞(2020b))). 

202呼のラマダーンは4月24日から5月23日までの一カ

月であり，緊急事態宣言発出期間と重なった．ラマダー

ンに関連する特別礼拝やイフタールは，多くのモスクで

中止された (12のモスクに関する報告があった）．毎日

新聞 (2020b)によると，ラマダーン開始前の4月中旬に国

内の40のモスクやイスラーム団体がオンラインで集まり，

COVID-19について意見を交わした．そこでは，緊急事

態宣言を受けて多人数の集会を避け，礼拝やイフタール

は自宅で実践するように呼び掛けられた．多くのモスク

でラマダーン月のイベントが自雨されたのは，この会合

に依るところが大きいと考えられる．

礼拝活動を続ける場合でも感染対策がとられていた

（表—2) . 例えば，緊急事態宣言発出中 (4~5月）でも
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建物閉鎖をしないモスクがあったが（神戸モスク，熊本

イスラミックセンター），換気体調の悪い信者への参

加の自粛や少人数での参加の呼びかけ，手洗いと社会的

距離確保の徹底といった対策がとられ礼拝活動が続け

られた．緊急事態宣言解除後 (5月末以降）には，金曜

礼拝や通常の礼拝が再開される傾向にあったが，マスク

着用や手指消毒，換気，距離の確保といった対策がとら

れた．保健師がモスクを訪間し，モスクの運営スタッフ

や信者のリーダーらに，マスクの正しい着用法や適切な

手洗い法を指導する自治体もあり，行政のサポートを受

けながら対策をとっているモスクもあった（海老名モス

ク） （読売新聞， 2020d). ただ， 202()±:ド12月時点でも金

曜礼拝を自粛しているモスクもあり（大阪モスク） （毎

日新聞， 2020e), 集団礼拝の再開に慎重になるモスクも

存在するといえる．なお，オンラインサービス活用は一

部モスクで見られた．具体的には，モスク閉鎖時に主任

直教師が動画配信サービスで毎日，説教の動画を送った

こと（津島モスク） （朝日新聞， 2020b)や，子ども向け

の勉強会の一部をビデオ通話に切替えたこと（伊勢崎モ

スク） （朝日新聞，2020i)が挙げられる．

利用者に対して支援を行ったモスクも存在した．神

戸モスクでは， 4月に全国の陽性者が増加し，感染拡大

の影轡で仕事を失ったり帰国できなくなったりする信者

が相次いだが，それらの相談を受け付ける窓口になって

いた（読売新聞， 2020i). 津島モスクは日本語が不自由

な信者らに，自治体からの情報を翻訳し伝えたり，生活

上の困り事の相談にのったりしていた（朝日新聞，

2020b) . 一方，熊本イスラミックセンター（熊本モス

ク）の利用者の中には， ffiVID-19の影轡でアルバイト

先が営業時間を短縮するなどし，金銭面に悩むムスリム

留学生もいた．ラマダーン月の間のイフタールはお金の

ない学生にとっては貴重な場であったが，中止となった

ため，モスクは彼らを案じて無料で弁当を提供した（毎

H新聞， 2020b). 同様に，静岡マスジドもイフタールが

中止となり，食事の用意に苦労する人たちを案じて，閉

鎖されたモスク前にフードボックスを設置し食料を提供

した（朝日新聞，2020f). 

(2) インタビュー調査

a) 大塚モスク

大塚モスクでは緊急事態宜言前 (202的斗月6日以前）

は距離をとりながら礼拝活動を続けた．だが，緊急事態

宜言発出中 (4月7日から5月30日までの期間）は，区役

所や地元の弊察所と相談の上，完全に建物を閉鎖した．

閉鎖中はモスクに住む3~4人の信者だけでモスクでの礼

拝を続けた．宜言解除後 (6月113以降）は，モスクの利

用を再開した．金曜礼拝を3回に分けて実施し，説教を

短くしている. 1日5回の通常礼拝は10~20人程集まって

おり，例年の人数と大差はない. mVID-19流行前は，

土曜のクルアーンの勉強会やその後の食事会（共に100

人程集まる）を実施していたが，これらの活動は中止さ

れたままである．また，のVID-19流行前は10~50人程

度集まる女性のための勉強会があったが， 202~, 2, 3 

月頃からオンラインヘ移行した．ラマダーンに関連する

特別礼拝やイフタールも中止した.4.1節で述べた国内

のオンライン会議は大塚モスクが主体となり開催したも

のであった．

礼拝活動再開後は，上記の他に様々な感染症対策が

とられていた．モスクの外に新しく手洗い場を設置し，

入場前に手洗いを徹底している．手指消毒アルコールも

設懺している．マスク着用を必須とし，マスクを持参し

ていない人には入口で渡すようにしている．礼拝室は60

~65平米と狭いので， ドアと窓を開け，換気に努めてい

る．感染症対策ポスターも掲示し，予防を啓発している．

大塚モスクはコロナ禍で間題を抱える外国人や日本

人へ支援を行っていた.mVID-19流行以前から，大塚

モスクはホームレス支援を行う他，それに関運し，生活

や仕事に問題を抱える日本人や外国人の相談にのったり，

金銭的問題を抱える人たちに寄付をしたりしていた．

COVID-19の流行に伴い，生活苦に関連する相談も増え

ているとのことであった．その他に，モスク利用者への

支援として，役所から提供される情報を日本語や英語で

モスクに掲示し，利用者に情報提供をしていた．

b) 境町モスク

境町モスクは緊急事態宜言発出中も建物を閉鎖しなか

った．ただ，ラマダーンの特別礼拝やイフタール（例年

約300人集まる）は行わず，小規模な活動のみを継続し

た.202岬 5,6月頃は群馬県での陽性者が多かったため，

平日，金曜・士曜礼拝は，礼拝の定刻時間郁後で分散実

施した自宅や友人宅において小人数で礼拝を行うこと

も呼び掛けた.8月頃からは通常礼拝と金曜礼拝共に例

年通りの人数で実施している（それぞれ20人， 200人

程）．土曜については，礼拝後の説教を例年叩分程度か

けて実施していたものを半分程の時間に短縮している．

の VID-19流行前は，土曜礼拝後にモスクでの食事会を

実施していたが，コロナ禍では中止しており調査時点で

再開の予定はないとのことだった．説教の短縮や食事会

の中止のせいか，土曜礼拝の人数は例年 (200~300人程

度）より少ないとのことだった．

境町モスクにおいても様々な感染症対策が実施されて

いた．手指消毒液がモスク入口に設慨されていた（図4

(a)) . マスク着用が促され，感染対策を啓発するポスタ

ーがモスク入口（図-4(b)) と内部（図-4(c))に掲示され

て いた ．一 部の ポス ターは
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表—2 各モスクでとられた感染症対策

モスク名 記事掲載日 記事内容 出典

神戸モスク 2020年4月13日 礼拝堂（約 100平米）の窓を開けて換 読売新聞(2020a)

気し，体調不良の信者には自粛を呼

びかけている．

熊本イスラミックセンター 2020年5月12日 金曜礼拝，イフタールなど大規模な 毎日新聞(2020b)

集まりを除き，消粛や社会的距離を

徹底して少人数で利用を許可してい

る．

マスジッドサラマート 2020年5月22日 普段は床に敷かれているじゅうたん 読売新聞 (2020b),

は片付けられた．礼拝前の手洗いの 毎日新聞 (2020c),

徹底や，複数人で来ないようにする (2020d) 

ことなどで予防している．

鹿児島モスク 2020年5月2213 緊急事態直言解除後は，マスク着用 朝日新聞(2020e)

や手指の消毒徹底などの対策を取っ

たうえで，市内在住者に限ってセン

ターを開放した．

モハンマディモスク浜松 2020年5月25日 イードを開催したが，例年と異なり 朝日新聞(2020g)

礼拝は間隔を 1メートルほど空けて，

握手や抱擁を控える約束で実施し

た．

甲府マスジド 2020年6月18日 礼拝場所に 1メートル間隔で日印のテ 読売新聞(2020c)

ープを貼り，密集しないように対策

を講じた．マスク着用を義務付け，

ドアと窓は常に開けて換気してい

る．

岐阜モスク 2020年7月713 6月中旬に再閲した金曜礼拝ではマス 朝日新聞(2020h)

クをして， lメートル程度離れ， 3密

を避けて行っている．

伊勢崎モスク 2020年 11月16日 金曜礼拝をマスクの着用や手指消毒 朝日新聞(2020i)

などの対策を講じて続けている．

代表者（インタビュー対象者）が作成したものだった．

換気扇，加湿器，空気清浄機が利用されていた．礼拝で

は本来，隣に並ぶ人と肩を合わせることが望ましいが

（図-4(d)) , コロナ禍の礼拝では距離をとるよう促さ

れていた（図-4(e)) . 礼拝後には毎回，カーペットの手

と顔が触れる部分に，消毒液が散布されていた（図4

(f)) . 市役所から感染予防に関するチラシが配布された

り，国際交流課の職員が視察に来たり，職員から感染予

防に関するメールが届いたりするなどの，外部組徽の支

援も受け，礼拝活動を継続していた．

境町モスクでは，モスク利用者に情報提供を積極的

にしていた.COVID-19流行前には利用者間のオンライ

ングループは存在しなかったが， SNSグループが4月よ

り新たにつくられた. SNSグループでは，モスクが，変

則的な礼拝活動なため事前に利用者に活動予定を伝える

だけでなく，県の感染状況を日本語だけでなくウルドゥ

ー語やベンガル語に翻訳し通知していた．

c) AI-Faruqモスク

Al-Faruqモスクは緊急事態直言発出中，閉鎖された.5 

月頃から県の案内に従い，対策をとりモスクでの礼拝活

動を再開した．狭い建物内の混雑を避けるため，老人や

子どもにはモスクの利用自粛を呼び掛けている．礼拝で

は，他者との距離の確保や，アルコール手指消毒，マス

ク着用促進，窓開け換気を実施している．通常30'Jt程か

ける礼拝を5分程度にし，利用者の滞在時間短縮に努め

ている．

Al-Faruqモスクは自治体へ支援を提供していた．モス

ク代表者（インタビュー対象者）はロシアで働いていた

経験をもっため，当時の人脈を頼り，ロシアからマスク

2千枚を調達し， 2020年5月に市役所に寄付した．市の広

報でもその活動が紹介された（高岡市，2020). 

8
 



第 63回土木計画学研究発表会・講演集

(a) (b) 

ヽ

---

(c) 

(e) 

疇

．
 

i~ 年，莉
こ•協力お願い致します。

F0>you『"'"'・
Plme follow the ba,k p『e,,ntlonmeasu,es! 

ロマスクを着用 手指消葦

=喜人との間隔 知ふ立方"入場を選,,る

KeepDl,tance , 匹·--,~·-·~匹＂＇・
ご恰1,ありがとうこざいました

'"'""""''' 

一
(d) 

(t) 

-
，
 

｀ `い
.,,,. 

羞麟
図-4 (a) モスク入口の手指消毒液と感染防止対策を促すポスタ—: (b)ポスターの詳細； (c)モスク内にもポスター掲示； (d) 

roJID-19流行前の礼拝の様子 (2019年07月撮影）； (e)距離をとりながらの礼拝； (f)礼拝後の消毒液散布

，
 



第 63回土木計画学研究発表会・講演集

5. 考察

COY匝 19の拡大する中でも人々の活動に厳しい制

約が置かれなかった日本において，在日ムスリムが主体

となり運営するモスクがどのような感染防止策を実施し

たのか．また，どのような支援を日本人や在日外国人に

行ったのか．本研究ではこれらの問いに答えることを目

的に， 2020年12月までの新聞記事と3つのモスク代表者

へのインタビュー調査から情報を収集した．

(1) モスクの感染症対策

新聞記事とインタビューから得られた結果を踏まえる

と， 2020年12月までにモスクが実施したCOVID-19への

感染対策の概況は図-5のようにまとめることが出来る．

2020年4月に緊急事態宣言が発出される前の2020年2,3 策をとり実施されていた.WHO (2020a)による感染対策

月には，いくつかのモスクは，大人数が集まる金曜・士 を踏まえた礼拝のガイダンスでは，室内換気や距離の確

曜礼拝の中止，および建物閉鎖を決定していた（図—1) . 保，複数回に分けた礼拝実施，礼拝前後の手洗い，礼拝

日本の他の宗教の対応一例えば， 2月中旬には本部を閉

鎖し，対面接触を減らす対策を早急にとった創価学会

(M心 咄lin,2020)や2月末にミサ，週の礼拝等を中止

したキリスト教教会 (Cavaliere,2020)ーを踏まえると，

上記いくつかのモスクは他宗教団体と比べても同様のス

ピード感をもち対応していたといえる．また，宣言発出

中にラマダーンを迎えたが，それに関連する大規模な礼

拝やイベントは彼らにとっては重要であったと考えられ

るが， 40ものモスクが集まるオンライン会議での集合的

意思決定の下，多くのモスクは，ほとんどの関連活動を

中止していた．

一方で，モスクのオンラインの活用事例については，

唯一 Md<111p;hlin (2020)が東京ジャーミィ（モスク）とト

ルコ文化センター（イスラーム教育センター）が，礼拝，

授業，ラマダーン関連の行事の全てを Zoomに移行した

と報告していたが，本研究は，それに加え，イスラーム

のオンライン講義 (4.1節の伊勢崎モスク）や説教の動

両送信 (4.1節の津島モスク），オンライン勉強会

緊急串態宣言

4/7-5/25 

(42.1節の大塚モスク）が実施されていたことを示した．

国内の他の宗教も草の根レベルも含めオンラインでイベ

ントや礼拝を代替したことが報告されており—例えば，

お寺による Facebookを用いたオンライン読経，創価学

会による教義についてビデオオンデマンド学習

(Mel mighlin, 2020) , キリスト教会によるミサと説教の

'Zoom利用 (Cavaliere,2020)―，本研究の結果は，イス

ラーム教も他宗教と同様に活動の一部をオンラインで代

替した，という主張を強固にしたといえる．

緊急事態宣言発出中に建物を閉鎖したモスクが多い一

方（図ー1)' 宣言発出中でも対面で小規模に活動してい

るものもあった (e.g.,4.1節の神戸モスク， 4.2.2節の境町

モスク）．宣言解除後は対面での礼拝活動を再開する傾

向にあった．ただ，これら宗教的活動は様々な感染症対

室の消謳などが推奨されているが，それらの多くが各モ

スクで実施されていた．モスクでは，適切な感染症対策

がとられ，感染防止とのバランスをとられながら宗教的

活動が実施されていたといえる．

大部分の日本人にとってイスラーム教は馴染みのない

宗教であり (Nakhlehet al, 2008) , モスク内でどのよう

な感染症対策が実施されていたかは知られづらい情報

の不足は， COVID-19に関連する世論を分極化させ，ヘ

イトスピーチを増幅し，紛争，暴力，人権侵害のリスク

を高めることに加え，民主化や社会的結束の促進の背威

となりうる (WHO,2020d) . 本研究の知見は，馴染み

のないイスラーム教団体に対しての人々の正しい理解を

促すものとなり，多文化共生社会の実現に寄与するだろ

う．
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（集団）礼拝再開

感染症対策
距離の確保、手洗い、手指消毒、マスク着用、

換気、礼拝室の消毒、啓発ポスター掲示など

図-5 2020年12月末までのモスクのa:NID-19への対応の概況
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表-3 モスクが実施した支援内容とその対象者

支援内容

マスク寄付

困り事の相談窓ロ・金銭的支援

情報の翻訳・伝達

食事提供

(2) ムスリムと非ムスリムヘの支援提供

コロナ禍で，モスクが行った支援は表—3のようにまと

めることが出来る．例えば， 自治体へのマスクの寄付

(4.2.3節のAl-Faruqモスク）や，ムスリムでない日本人

に対する困り事の相談や金銭的支援 (4.2.1節の大塚モス

ク）が見られた．

モスクは外国人に関連する支援も実施していた例

えば，仕事を失ったり，帰国できなくなったりした信者

への相談窓口となる (4.1節の神戸モスク），あるいは

日本語が不自由な信者へ自治体からの情報を翻訳する

(4.1節の津島モスク）役割を果たしていた. Cavaliere 

(2020)によると，キリスト教の教会は， CDVID-19に感染

した場合の連絡先や手続きから， CDVID-19関連の規制

によって生じたビザに関する間題の法律相談まで，輻広

い情報を提供する多言語ヘルプデスクとして機能した．

これを踏まえると，モスクも教会と同様に外国人全般に

通じる問題解決に寄与したといえる．

ムスリム特有の問題の低減に向けた支援を行ったモス

クもあった．すなわち，イフタールを頼りにしていた人

を案じて，無料で弁当を届けたり (4.1節の熊本イスラ

ミックセンター），フードボックスを設慨したりした

(4.1節の静岡マスジド）．外国人に関する問超の中で

も，これらマイノリティが抱える間題は，行政セクター

をはじめとする他のステークホルダーの手が届きにくい

ものと考えられる．モスクがこの問題へ対処したことは，

在日ムスリムのニーズを満たし，心身の健康の促進に貢

献した可能性がある (WH0,202位）．モスクは，自然災

害発生時に非ムスリムコミュニティ (e.g.,Nejima and Dan— 

函 2015;Yang, 2017; Asai, 2018) とムスリムコミュニテ

ィ (e.g.,Utaka, 2016; Asai, 2018; 宇高， 2018)の両方に役立

ったことが報告されているが，本研究は，コロナ禍にお

いてモスクが各コミュニティに果たした具体的支援内容

を示したといえる．

COVID-19拡大において，医療提供者や行政からのサ

ービスや情報を，それらのニーズを有する在日外国人に

届けることは重要であり，その橋渡しを担うステークホ

ルダーが希求されている（虎頭 etal, 2020) . 本研究の

結果は，モスクはその橋渡レ役を担える可能性を示唆す

11 

対象

自治体

H本人・在日ムスリム

在日ムスリム

在日ムスリム

る．すなわち，行政セクターはモスクとの連携を通じて，

在日外国人，特に，在日ムスリムヘのアクセス改善やニ

ーズの避切な把握を出来る可能性を示唆する．モスクと

接点をもつ自治体も既に存在し (ie.,4.1節の海老名モス

クや422節の境町モスク），これら活動の一層の深化や

他地域への応用が望まれる．

6. 結論

本研究は， 2020年1月に国内で初の陽性者が確認され

てからの約1年間に，国内のモスクがモスク内での感染

拡大防止のためにとった対策また日本人や在日外国人

へ行った支援内容を明らかにすることを目的としたそ

のために新聞記事による二次情報と3つのモスクの代表

者からの一次情報を収集した．結呆として，モスクは早

い段階からの集団礼拝の自粛や建物閉鎖，ラマダーン月

の大規模なイベントの中止，一部の活動のオンラインヘ

の移行の他，対面での礼拝活動を続ける場合も室内換気

や他者との距離の確保などをし，自立的に感染症対応を

とっていたことが分かった．さらに，自然災害時にも見

られたように，モスクは， COVID-19の影響を受ける

人々の国籍に関わらず支援を提供していたが，外国人の

中でもムスリムにきめの細かい支援を提供していた．す

なわち，他のステークホルダーでは手が届きにくい在日

ムスリム特有のニーズに適切にアプローチしていた多

くの日本人に馴染みのないモスク内の対策の具体実例は，

彼ら・彼女らに関する情報の不足を補い， COVID-19に

関するinfudemicの抑止に貢献しうる．モスクの支援実例

は，モスクが，行政や医療などの他のステークホルダー

と外国人住民，特に，在日ムスリムを橋渡しする役割を

担える可能性を示唆する．なお， COVID-19下でのモス

クに関連する対応の報告のほとんどはムスリムがマジョ

リティを占める国からのものであり (e.g., Gee, 2020; 

Jardine et al, 2020; Y ezli and Khan, 2020b) , ムスリムがマイ

ノリティの国からの本報告は，ムスリムの国際的全体像

を示すことに貢献したともいえる．

本研究は，限られだ情報から速報的に知見を提供した．

そのため，いくつか今後の課題を残す. (1)本研究は



モスクがとった感染対策や支援の実例を示したが，それ

らを実施する際に生じた課題や障害を把握することが今

後求められる．その情報はより良い対策や支援の実現に

貢献する. (2)本研究のほとんどの情報は，モスク管

理者側に関するものである．今後モスクの利用者にと

っての対策や支援の認識や意味を把握し，それらの多面

的評価が必要である. (3)本研究は感染防止対策に着

目した．ただ，利用者に陽性者が出た場合の計画も重要

であり，今後それらの計画の有無や改善について議論

されるべきである. (4) 今回は2020年末までを対象と

したが，執筆時 (2021年1月）には第二波に見舞われ，

国内の一部に緊急事態宣言が再発出されている (ie.,4都

県に対して2021年1月7日発出） (Loot 2021) . より長期

の対応や支援について継続的な調査が必要である．

謝辞：インタビュー調査では，大塚モスク，境町モスク，
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Zaber様， SalimMazell様から多大なるご協力をいただき

ました．なお，本研究の一部は， （一財）第一生命財団

奨励研究助成， （公財）大林財団研究助成，科研費

(18Kl3845) の支援を受けて行われたものです．ここに

記して感謝申し上げます．
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